青明舎　フェイスシート

　　平成19年　2月　19日　担当：　小笠原　　　　

	入　所　者
	氏　名　中居　松男　様　　　　　男・女　　　　昭和　18　年　　2月　21日生（　64歳）

	
	住　所　〒八戸市田面木字神明沢16-1コーポ流星Ｂ101号　電話　　090-6784-6136

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	前立腺肥大症

	
	発症時期
	24歳
	罹 患 期 間
	約39年

	
	入院回数
	4回
	延べ入院年数
	約25年

	医療機関
	　青南病院
	外来受診日
	毎週火曜日

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	厚生年金３級（　　10万円）

	
	その他
	（　　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	　アパート

	登録年月日
	Ｈ　　13年　　1月　　10日
	身長
	158cm
	体重
	　　70　kg

	最終学歴
	南部中学
	免許・資格
	

	職　歴
	月舘牧場、黒田紙工、三旺調機
	

	保　護　者
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氏　　名　中居　岩次郎　様　　　　　　　続柄　　父　　　　（同居　・否）

	登録目的

健康を維持し、デイケアの通所を継続していきたい。

	

	入院・治療歴

	昭和４２年頃～昭和４３年頃　　　　　　　　　　　　　西ヶ原病院

昭和４４年　５月１９日～昭和４４年１１月１０日　　　青南病院

昭和４５年　６月２４日～昭和５１年　８月２２日　　　　　〃

昭和５２年　７月　２日～平成　４年１０月　５日　　　　　〃

平成１４年１２月２０日～平成１５年　８月２１日　　　　　〃

	生活歴

三戸郡南部町にて同胞３名の第３子として出生。２歳時、両親が離婚。実父とは生別しており、実父についてほとんど覚えていない。小学校５年の時、母は現在の父である岩次郎氏と再婚している。昭和３３年南部中学校卒業後、東京にある月舘牧場に就職する。その後、牧場を辞め、黒田紙工に就職し、２４歳時で発病し、入院。その後帰郷し、当院にて入退院を繰り返している。平成９年４月青山荘に１回目の入所。入所中に社会適応訓練事業（三旺調機）を利用し、訓練終了後にパートとして勤務する。平成１２年３月青山荘を退所し、グループホーム青空Ⅱに入所するが、服薬中断し、精神症状が再燃し、平成１４年１２月２０日、青南病院に入院となる。平成１５年７月頃より徐々に病状安定し、服薬に対して理解を示すようになる。本人・家族とも、将来は単身生活になるとの見通しで生活訓練を希望しているため、平成１５年８月２１日青山荘入所となる。平成１８年８月２０日に退所し、単身アパートで生活を行う。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

お盆、正月は、実家に帰っている。年金の通帳は父親が管理しており、月に一度、父と会い、アパート代を引いた生活費（７万５千円）を貰っている。父親とは月に一度、お小遣いを貰うために会い、近況などについて話しはするものの、その他の兄弟と交流はないと話す。実家で両親の面倒を兄弟が見ていると話す。


平成　19年　2 月　19日　（月）

	氏　名
	 中居　松男 様
	男・女
	生年月日
	　昭和　18年　　2月　21日（64歳）


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	金銭の取り扱いについて

・デイケア

2007年の1月頃にはミーティング時に「お金が余って困る」などの発言が多く見られることや、財布の中身を見せるなどの行為が見られていたが、2月に入ってからは落ち着いてきているとのこと。

・青明舎

毎週火曜日に行っている買い物では、時々、材料が足りなくなり買い足すことがあるものの、予算内で買い物をすることができている。金銭管理表をこまめに付けることが出来ているが、記載されていない部分がある。（外食などの金額）記載されていない部分について確認すると「金は天下の回りものだ」「もう年だからあんまり持っていてもしょうがない」などの発言が聞かれるが、現在の所、他者におごるなど行為は目立っていない。しかし、セルフヘルプグループで材料が足りなくなった時など「わぁ～が、買ってくる」と言って財布を出すことや、他者から頼られるとおごってしまうことがみられる。

食生活について（青山荘で食事サービス利用）

・デイケア

2007年の1月頃には、食事を全部自炊したいと話し、スタッフの食材の確認や、助言に対しての不満などを話していることが2月に入ってからは、スタッフに対しての不満は聞かれていないとのこと。現在も食事を自炊したいという希望を主治医に相談しており、主治医から今のままで様子を見るようにと言われたとのこと。

・青明舎

朝食のみ自炊し、平日はデイケアで昼食を食べ、夕食は青山荘で食べている。土曜日、日曜日のみ昼食を外食し、夕食を青山荘で自炊している。朝食の食事の内容は、ご飯、みそ汁、野菜炒めなどバランスが取れた食事をしているものの同じメニューが続いている。2/10（土）から青山荘で自炊を開始し、すきやきなど本人の食べたいメニューを食べている。１月の中旬に同じメニューが続いているため、朝食に魚などのメニューを取り入れてみてはとスタッフがアドバイスした後、「青明舎のスタッフに魚を焼けって言われた」など表情を硬く、他スタッフに訴えることがあった。同じメニューが続いていることについて本人は「これでいいんです」と話すが、いつも買っている食材で他のメニューを勧めてみるが「わかんないからいいの」と話す。



	長期目標（中期・短期）

	目標

・健康を維持し、デイケアの通所を継続していきたい。

支援目標

・他者におごるなど行為が無くなるように金銭管理についての支援する。

・バランス良く食事を取ることができるようにする。


プラン計画者　氏名：　小笠原　嘉紀

	問題点
	介入方法
	支援期間

	金銭の取り扱い方に不十分な点がある。
	・外来

１）主治医からの指導。

・デイケア

１）ＳＳＴの導入（断り方について）

２）個別面談

・青明舎

１）訪問時の金銭管理表の確認。

２）行事（めちゃウマなど）での見守り、必要があればその都度振り返り・指導を行っていく。
	　　 ヶ月

	食事に偏りが見られる。
	・外来

１）主治医からの指導。

・デイケア

１）料理教室でのメニューのレパートリーの拡大を図る。

２）栄養指導教室でのバランスの良い食事の採り方についての学習を図る。

３）個別面談の実施

・青明舎

１）訪問時の食事表の確認し、足りない部分に関しては昼食を作ろう（日曜日に青明舎で実施）の導入の検討を行う。

２）めちゃウマ（セルフヘルプグループ）でレパートリーを広げる。


	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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ちせ（84）南部町在住





岩次郎（85）南部町在住
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修（49）南部町在住








